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　豊田小学校（木村隼人校長）の一年生（男児１９名、女
児１５名）は、４月１８日に待ちに待った初めての給食を体
験しました。この日のメニューは、草岡ポークフランク・
カラフルキャベツ・ミネストローネ・いちごジャムに食
パン。通常は米飯ですが、この日は、月一回のパン食で
した。ほとんどの子供が全部食べ、なかにはお代わりす
る子供もいました。
　好きなメニューのトップはやはりカレーだそうです。
食べ終わって、鈴木千代子先生と「がんばるぞ�」元気
な豊田っ子でした。

　はじめての給食
　 　　 　  ガンバルぞ�
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２
長井市の課題は子育て支援

３ 月定例会
　

平
成　

年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１８

２３

２１

　

冒
頭
、
市
長
の
施
政
方
針
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
プ
ラ
ザ
用
地
を
一
般
会
計
に
買
い
戻
す
「
運

動
公
園
整
備
事
業
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
」
な
ど
の
一
般
議
案　

件
、
平
成　

年
度
補
正
予
算　

２１

１７

１０

件
、
さ
ら
に
総
額
１
０
５
億
１
０
０
万
円
の
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び　

件
の
特
別

１８

１１

会
計
予
算
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
評
価
審
査
委

員
の
人
事
案
件
一
件
は
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は　

議
員
、
予
算
総
括
質
疑
に
は
６
委
員
が
立
ち
、
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

１０

し
た
。
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ス
リ
ム
で
持
続
可
能
な
行
政
め
ざ
す

　

３
月
定
例
会
冒
頭
、
目
黒
市
政

最
後
と
な
る
平
成　

年
度
施
政
方

１８

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
行
財
政
改
革
策
定

　

平
成　

年
度
か
ら
進
め
て
き
た

１３

「
第
一
次
行
財
政
改
革
」
が
終
了

し
、　

年
ま
で
の
新
た
な
「
第
二

２２

次
行
財
政
改
革
」
を
策
定
、
合
併

構
想
が
破
談
し
た
今
、
自
立
計
画

と
と
も
に
国
の
方
針
に
呼
応
し
た

改
革
を
更
に
進
め
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
「
協
働
・
創
造
・

末
来
の
鼓
動　

実
感
�
な
が
い
�」

の
基
本
構
想
の
実
践
で
あ
り
、
市

民
生
活
に
関
わ
る
福
祉
・
医
療
・

教
育
・
環
境
・
文
化
の
一
層
の
充

実
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境

に
根
ざ
し
た
「
水
と
緑
と
花
」
と

い
う
長
井
の
特
性
に
こ
だ
わ
っ
た

フ
ッ
ト
パ
ス
や
ま
ち
な
か
整
備
、

ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
等
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は

　

具
体
的
に
は
、
出
来
る
も
の
か

ら
進
め
る
こ
と
と
し
、
①
特
殊
勤

務
手
当
の
全
廃
、
旅
費
日
当
の
見

直
し
。
民
間
へ
の
業
務
委
託
推
進

で
は
、
①
図
書
館
業
務
を
民
間
に

委
託
、
②
清
水
保
育
園
な
ど
保
育

業
務
を
順
次
民
間
に
移
管
、
委
託

す
る
。
ま
た
、
業
務
の
た
な
卸
し

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
委
託

で
き
る
可
能
性
を
明
確
に
す
る

「
し
く
み
」
を
つ
く
り
、
年
次
計

画
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
を
協
力
に
支
援
す

る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
、
職
場
単
位
で
取
り
組
み
、

出
産
の
際
に
不
安
の
な
い
環
境
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
大
切
。
男
女

が
共
に
責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会

を
目
指
し
て
策
定
し
た
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
を
着
実
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
の
も
う
一
つ
の
側
面
と

し
て
、
仕
事
の
面
で
女
性
が
子
育

て
を
す
る
、
育
児
を
す
る
、
出
産

を
す
る
場
合
、
何
年
か
後
に
元
の

職
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
な
、
給

与
も
保
障
す
る
よ
う
な
社
会
の
実

現
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
と
し
て

も
出
来
る
限
り
支
援
し
、
民
間
で

も
こ
う
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
力
を
要

請
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
彩
な
交
流
人
口
増
大
策

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
東
北
高
等
学

校
駅
伝
競
走
大
会
の
招
致
に
向
け

て
取
り
組
む
ほ
か
、
文
化
面
で
オ

ペ
ラ
「
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
吹
き
」
を
日
本
で
始
め
て

長
井
で
公
演
。
そ
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
を
開
催
、８
月
に
は「
開

運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
出
張
鑑

定
を
、
９
月
に
は
柔
道
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
古
賀
稔
彦
さ
ん
の
講
演
、

大
江
健
三
郎
さ
ん
の
講
演
も
同
月

開
催
、
さ
ら
に
全
国
規
模
の
「
桜

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」も
開
催
し
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
の
概
要

　

こ
う
し
た
施
政
方
針
の
下
で
編

成
さ
れ
た
平
成　

年
度
予
算
は
、

１８

歳
入
の
主
な
一
般
財
源
の
う
ち
、

市
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税

の
定
率
減
税
廃
止
な
ど
税
制
改
正

の
影
響
額
や
、
景
気
回
復
に
よ
る
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第
二
次
行
革
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
策
定
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法
人
市
民
税
、
償
却
資
産
税
の
増

収
額
な
ど
を
見
込
み
、
前
年
度
対

比
４
・
１
％
増
の　

億
９
２
１
９

３１

万
９
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

対
比
０
・
５
％
の
減
、
臨
時
財
政

対
策
債
も　

・
４
％
の
減
と
な
っ

１０

て
お
り
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
を
合
計
し
た
実
質
的
な

地
方
交
付
税
は
、
１
・
４
％
減
の

　

億
７
６
６
０
万
円
と
な
っ
て
お

４１り
ま
す
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
特

１３
例
条
例
に
よ
る
人
件
費
削
減
措
置

が
終
了
す
る
こ
と
や
、
児
童
手
当

の
支
給
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
義
務
的
経
費
が
増
加
す

る
中
で
、「
ス
リ
ム
で
持
続
可
能
な

行
政
体
の
構
築
」、「
新
し
い
公
共

空
間
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
行
財

政
改
革
の
推
進
、
施
策
の
重
点
化

を
図
り
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
」
な
ど
の
新
規
事
業
に

も
取
り
組
む
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
に
配
慮
し
、
可
能
な
限
り
の

施
策
を
措
置
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成　

年
度
一
般

１８

会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度
対

比
４
４
０
０
万
円
、
０
・
４
％
減

お
よ
び
起
債
総
額
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
課
長
か
ら
は
、
平
成　

年
１３

度
か
ら
経
営
健
全
化
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
取
得
し
た
件
数

は　

件
、
取
得
金
額
は　

億
２
３

１６

２２

８
９
万
５
７
９
７
円
で
、
こ
れ
に

対
す
る
新
発
債
の
総
額
は
、　

億
２２

２
３
３
０
万
円
と
な
る
と
の
答
弁

を
受
け
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
は
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

土
地
開
発
公
社　
　
　

経
営
健
全
化　
　
　
　
　

　
　
　

今
後
の
計
画

　

平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

１３

き
た
第
一
次
の
「
経
営
健
全
化
計

画
」
に
よ
り
、　

億
８
７
３
８
万

２７

円
あ
っ
た
公
社
保
有
地
簿
価
総
額

は
、
平
成　

年
度
末
で
４
億
５
３

１７

７
６
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
金
額
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

今
後
平
成　

年
ま
で
、
順
次
一
般

２２

会
計
に
買
い
戻
し
、
平
成　

年
を
め

２３

ど
に
公
社
を
解
散
す
る
方
向
で
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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年　
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公
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廃
止
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議
案
第　

号　
　
　
　
　
　
　

１８

運
動
公
園
整
備
事
業
用

地
の
取
得
に
つ
い
て

　

本
案
は
、
運
動
公
園
整
備
事
業

用
地
と
し
て
、
長
井
市
土
地
開
発

公
社
が
取
得
し
て
い
た
土
地
を
購

入
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

内
容
は
、
市
か
ら
の
取
得
依
頼

に
基
づ
き
平
成
４
年
度
に
長
井
市

土
地
開
発
公
社
が
運
動
公
園
整
備

事
業
用
地
と
し
て
取
得
し
て
い
た

土
地
を
市
が
取
得
す
る
も
の
で
、

取
得
面
積
は
、
長
井
市
九
野
本
字

大
谷
地
１
０
８
９
番
外　

筆
の

２７

　

・
６
２
１
㎡
で
、
取
得
価
格
は
、

５９３
億　

万
６
２
６
１
円
。

８６

　

質
疑
で
は
、
土
地
開
発
公
社
の

経
営
健
全
化
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
開
発
公
社
か

ら
再
取
得
し
た
件
数
と
取
得
金
額

の
１
０
５
億
１
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
伸
び
率
に
つ
い

て
は
、
３
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
お
け
る
保
険
給
付
費

の
伸
び
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

お
け
る
制
度
改
正
の
影
響
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る

特
定
環
境
保
全
下
水
道
事
業
の
事

業
量
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、　

の
１０

特
別
会
計
の
合
計
額
で
は
、
前
年

度
対
比
３
・
０
％
増
の
１
０
１
億

４
４
０
６
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

取得金額（円）土地開発公社経営健全化による買戻し内訳
６８３，２４６，７８７平成１３年度

　　

５９７，３５３，６３９寺東区画整理事業用地
６１，８３０，７２０寺東公園用地
２４，０６２，４２８環境保全事業用地
５８３，８２７，９０５　平成１４年度

　　

　　

４５３，１１３，２９０長井南中学校用地
６０，５３１，１３２置賜生涯学習プラザ用地
５８，６５８，９０１慈光園増設用地
１１，５２４，５８２貝崎団地公園用地
５６５，１５４，５７０　平成１５年度

　　

　　

　　

　　

　　

２４，７７９，８３７古代の丘整備事業用地
２３６，００４，２９８雇用促進ながい南宿舎駐車場用地
１６０，６３２，０７９長井北工業団地産業道路用地
３５，２０３，７８０長井ダム工事事務所用地
８８，７２８，２２４福祉複合施設用地（せせらぎの家）
１０，８５７，４８６岡鼠原土地改良農道用地
８，９４８，８６６草岡の桜駐車場用地
３９１，６６６，５３５　平成１７年度
９０，８００，２７４東山地域里山環境整備事業用地
３００，８６６，２６１運動公園整備事業用地

２，２２３，８９５，７９７計

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意　

　　　　　　 
梅
津
健
治
さ
ん

（
本
町
２－

　

－

　

）

１１

４１
　
　

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
選
任
す
る
た
め
提
案
さ

れ
、
全
員
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。 人

事
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盟
政
会
代
表

小　
関　
勝　
助　
議
員

組
み
に
つ
い
て
、
私
は
第
一
段
階

と
し
て
西
置
賜
の
合
併
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
い

た
し
ま
す
。

Ａ ・
合
併
は
、
ま
ず
、
米
沢
・
川
西
・

長
井
・
飯
豊
の
組
み
合
せ
を
優
先
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ ・
長
井
ダ
ム
の
経
済
的
な
影
響

と
調
査
方
法
、
資
金
の
流
れ
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ ・
長
井
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
平
成

　

年
度
の
契
約
で
、建
設
及
び
関
連

１６業
務
で
、企
業
に
調
査
協
力
を
得
ら

れ
た
約　

億
円
の
う
ち
、企
業
の
業

８４

務
活
動
と
ダ
ム
事
業
関
係
の
個
人

消
費
に
つ
い
て
の
資
金
の
流
れ
を

調
査
し
ま
し
た
。

目
黒
市
政
の
総
括
と

　　　
本
市
の
自
立
計
画
に
つ
い
て

答弁

民
間
委
託
、
行
財
政
改
革
を
推
進

Ｑ ・
県
は
、「
や
ま
が
た
夢
未
来
合

併
本
部
」
を
設
置
し
、
構
想
案
で

は
村
山
を
３
市
に
置
賜
を
１
市
に

と
の
提
案
を
受
け
、
山
形
新
聞
は

　

首
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

３２置
賜
は
賛
成
が
長
井
市
、
飯
豊
町

で
他
の
２
市
４
町
は
判
断
が
つ
か

な
い
と
の
解
答
で
し
た
。
厳
し
い

財
政
を
踏
ま
え
自
立
計
画
と
と
も

に
国
の
方
針
に
呼
応
し
推
進
策
に

ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
、
ご
所
見

を
。

Ａ
・

市
町
村
の
税
の
力
は
、
人
口
に

比
例
す
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
が

５
万
人
規
模
と
い
う
の
は
効
率
的

で
あ
り
、
県
の
合
併
構
想
に
賛
成

市政に対する　一般質問
　３月定例会では１０名の議員が市政全般にわたる質問を行いました。その概要を
お知らせいたします。
　なお、質問の文章は各議員が要約して執筆し、答弁は当局がまとめたものです。
また、文中のＱ．は議員からの質問、Ａ．は当局からの答弁となります。

Ｑ ・
目
黒
市
政
最
終
年
に
当
た
っ

て
総
括
と
新
年
度
に
向
け
て
の
市

政
運
営
に
望
む
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。
本
市
は

当
面
自
立
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
上
で
、
長
井
市
自

立
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

自
立
計
画
策
定
の
背
景
に
は
過
去

に
合
併
協
議
会
の
破
談
が
あ
り
、

平
成　

年
９
月
議
会
以
降
自
立
計

１６

画
の
必
要
性
が
議
会
で
も
提
言
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
市
長
が
こ
の
自

立
計
画
策
定
で
特
に
重
点
を
置
か

れ
た
事
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
・

自
立
計
画
で
は
、
民
間
で
で
き

る
こ
と
は
民
間
で
し
て
い
た
だ
き
、

事
業
評
価
に
基
づ
き
実
施
計
画
を

一
つ
ず
つ
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
り
ま
す
。

Ｑ ・
長
井
市
財
政
へ
の
中
期
展
望

が
示
さ
れ
、
今
後
多
額
の
財
源
不

足
が
生
じ
る
見
通
し
の
中
で
国
、

県
か
ら
の
支
援
が
尚
一
層
厳
し
さ

を
増
す
と
私
は
考
え
ま
す
。
本
市

財
政
を
取
り
仕
切
る
財
政
課
長
と

し
て
今
後
の
財
源
不
足
を
ど
の
よ

う
に
し
て
乗
り
切
る
考
え
か
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ ・
今
後
の
財
源
不
足
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
当
市
の
場
合
、
基
金
で
の

年
度
間
調
整
が
困
難
な
状
況
で
す

の
で
、今
後
と
も
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
、歳
出
の
削
減
と
歳
入
の
確

保
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

Ｑ ・
新
合
併
特
例
法
下
で
の
取
り

新
政
会
代
表

島　
田　
友　
市　
議
員

や
ま
が
た
夢
未
来
合
併
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　
対
応
は

答弁

置
賜
は
一
つ
、
行
革
は
継
続

　
　
　
　

地
方
の
視
点
で
国
政
へ
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Ｑ
・「
県
民
の
あ
ゆ
み
」
３
月
号
で
、

平
成　

年
に
国
が「
国
民
保
護
法
」

１６

を
つ
く
り
、
日
本
へ
の
「
武
力
攻

撃
事
態
」
が
発
生
し
た
場
合
に
、

「
国
民
保
護
」の
た
め
の
基
本
指
針

を
定
め
た
と
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
こ
の
た
び
「
長
井
市
国
民
保

護
協
議
会
条
例
」
案
が
提
案
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
自
衛
隊
と
の
連
携

体
制
の
強
化
や
「
国
民
保
護
業
務

計
画
」
づ
く
り
な
ど
、
平
時
か
ら

の
戦
争
即
応
態
勢
づ
く
り
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

長
井
市
は
、
地
上
か
ら
核
兵
器

と
戦
争
が
な
く
な
る
こ
と
を
誓

い
、
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
市
長
は
こ
の
宣
言
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

Ａ
・

平
和
都
市
宣
言
は
、
世
界
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
を
な
く

し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
が

実
現
す
る
こ
と
を
願
い
平
成
６
年

に
宣
言
し
た
も
の
で
、こ
の
度
は
、

不
幸
に
し
て
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
を
受
け
た
場
合
に
、
国
民
の

生
命
や
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

の
計
画
で
あ
り
、
整
合
性
は
取
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
・「
広
報
な
が
い
」
に
、
図
書
館

業
務
の
委
託
者
募
集
が
載
っ
て
い

ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
は
、
単

な
る
本
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な

く
、
書
架
の
分
類
や
整
理
、
ま
た

継
続
性
、安
定
性
が
求
め
ら
れ
る
。

職
安
法
に
抵
触
し
な
い
事
務
管
理

革
新
ク
ラ
ブ
代
表

藤　
原　
民　
夫　
議
員

平
時
に
戦
争
態
勢
を
求
め
る

　　　　　　　　　　　
国
民
保
護
計
画
は

答弁

国
民
の
生
命
等
を

　
　
　
　

守
る
た
め
の
計
画

で
す
。
置
賜
は
一
つ
と
い
う
こ
と

な
ら
長
井
と
米
沢
が
が
っ
ち
り
握

手
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
置
賜

全
域
を
対
象
に
し
た
会
議
で
し
っ

か
り
申
し
上
げ
る
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
・

阿
部
参
議
院
議
員
が
次
期
不

出
馬
を
発
表
、
自
民
党
県
連
の
公

募
に
よ
る
選
定
の
動
き
に
、
目
黒

市
長
は
い
ち
早
く
応
募
を
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
決
断
に
大
い
に

拍
手
を
送
り
た
い
。
改
革
前
進
の

長
井
市
か
ら
参
議
院
議
員
誕
生
に

全
面
的
に
ご
支
援
を
約
束
し
ま

す
。
目
黒
市
長
の
所
信
を
伺
う
。

Ａ
・

自
民
党
県
連
で
次
期
参
議
院

議
員
候
補
を
県
民
に
わ
か
り
や

す
く
公
募
す
る
、
と
い
う
方
向
に

一
石
を
投
じ
た
い
と
思
い
、
手
を

挙
げ
ま
し
た
。
地
方
か
ら
の
視
点

で
国
政
に
物
申
す
志
で
い
ま
す
。

Ｑ
・　

年
度
建
設
事
業
費
７
億
３

１８

５
７
７
万
円
。
民
間
が
主
役
、
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
を
モ
ッ
ト
ー
に
２

期
８
年
市
長
卒
業
論
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
改
革
は
継
続
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
市
政
運
営
と
推
進
計

画
に
、
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い

か
れ
る
の
か
。

Ａ
・

財
政
改
革
は
、
議
会
の
皆
さ
ん

か
ら
の
厳
し
い
改
革
継
続
の
声

と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
改
革
の

リ
ー
ダ
ー
を
選
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
継
続
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
要
望
は
、
や
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

は
。
ま
た
、
利
用
者
カ
ー
ド
に
書

き
込
ま
れ
た
個
人
情
報
が
あ
り
ま

す
が
、
外
部
流
出
を
抑
え
る
対
策

は
ど
う
か
。

Ａ
・

図
書
館
業
務
の
委
託
に
あ
た
っ

て
は
、
図
書
館
司
書
を
２
名
以
上

雇
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
資
格
要

件
を
満
た
し
、
物
的
能
力
、
人
的
能

力
を
備
え
た
団
体
に
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い

て
は
、個
人
情
報
保
護
条
例
や
図
書

館
情
報
管
理
規
程
、
ま
た
委
託
契

約
書
の
中
で
守
秘
義
務
を
規
定
し

保
護
し
て
い
ま
す
。

整備が進む大沢線

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
が

　
　
　
　
　
　

委
託
に
な
り
ま
し
た
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て
も
最
大
限
の
誘
致
の
た
め
の
努

力
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
大

正
９
年
の
郡
是
長
井
工
場
誘
致
と

共
に
、
長
井
市
の
経
済
に
ど
れ
ほ

ど
貢
献
し
て
き
た
か
、
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
次
行
革
策
定
に
あ
た
り
、

市
長
任
期
最
後
の
予
算
で
も
あ

り
、
将
来
性
を
見
据
え
た
指
針
を

示
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

Ａ
・

日
本
ケ
ミ
コ
ン
に
お
い
て
は
、

新
製
品
が
好
調
の
旨
、
本
社
に
て

伺
い
ま
し
た
が
、
ケ
ミ
コ
ン
山
形

に
つ
い
て
も
新
た
な
製
造
ラ
イ
ン

の
導
入
を
計
画
さ
れ
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
更
な
る

地
域
の
雇
用
に
ご
貢
献
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
工
業
団
地
内
の
旧
マ
ル
コ
ン

跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
道

草
岡
窪
前
線
の
延
長
計
画
を
進
め

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
、

立
地
環
境
が
向
上
す
る
も
の
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
ケ
ミ
コ
ン

山
形
等
に
お
い
て
生
産
を
拡
大
す

る
場
合
に
は
、
是
非
と
も
選
択
肢

と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
日
本
ケ

ミ
コ
ン
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Ｑ
・

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は　

世
紀
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

２１
で
、
こ
れ
ま
で
も
質
問
し
て
き
ま

し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
男
女
共
同
参

１４

１２

画
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
、
こ
の

度
「
長
井
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
着

実
に
推
進
さ
れ
る
た
め
の
窓
口

と
、
タ
ス
等
の
会
場
使
用
料
の
減

免
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
・

審
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
の
答
申
を
い

た
だ
き
、
具
体
的
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
タ
ス
の
使
用
料
の
減
免

に
つ
い
て
は
、
タ
ス
と
相
談
す
べ

き
課
題
で
す
が
、
文
化
会
館
等
の

減
免
は
で
き
ま
す
。

Ｑ
・

公
明
党
の
主
張
が
反
映
さ
れ

登
下
校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

の
増
員
、
青
色
回
転
灯
を
付
け
た

車
で
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
対
応
、
緊
急
通
報
装

置
の
設
置
等
が
全
国
で
予
算
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
・

各
学
校
毎
に
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
見

守
隊
等
を
組
織
し
て
い
た
だ
き
、

「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」の
の
ぼ
り

旗
を
持
つ
な
ど
、
登
下
校
の
安
全

確
保
に
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・

消
防
法
及
び
市
町
村
条
例
に

よ
り
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設

置
が
新
築
住
宅
で
今
年
６
月
１
日

フ
ォ
ー
ラ
ム　

代
表

２１

蒲　
生　
光　
男　
議
員

ケ
ミ
コ
ン
新
規
事
業
に

　　　　　　　　　　　　　　
全
面
支
援
を

答弁

ケ
ミ
コ
ン
山
形
へ
の

　
　
　
　

働
き
か
け
を
継
続

公
明
党
代
表

谷　
口　
栄　
子　
議
員

男
女
共
同
参
画
を

　　　　　
推
進
す
る
窓
口
に
つ
い
て

答弁

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

Ｑ
・

第　

回
の
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
に

４０

参
加
し
、
竹
内
青
梅
市
長
、
高
野

青
梅
市
議
会
議
長
と
有
意
義
な
懇

談
を
し
ま
し
た
。
長
井
市
も
種
々

の
交
流
人
口
増
大
策
を
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
活
発
な
事
業

に
す
べ
き
で
す
。

　

翌
日
、
ケ
ミ
コ
ン
本
社
で
、
定

例
取
締
役
会
後
、
内
山
社
長
、
柴

田
専
務
と
も
懇
談
し
、
成
田
の
山

形
マ
ル
コ
ン
の
建
屋
を
使
っ
た
新

規
事
業
の
可
能
性
が
話
題
に
上
が

り
、
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
懇
談
と

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
マ
ル
コ
ン
用
地　

万

１２

１０

坪
提
供
に
奔
走
し
た
、
故
上
村
辰

五
郎
さ
ん
や
、
長
井
町
議
会
の
先

人
の
遺
訓
に
学
び
、
長
井
市
と
し

新
規
事
業
で
活
用
が
期
待
で
き
る

旧
山
形
マ
ル
コ
ン
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と
の
表
現
は
、
団
体
の
意
志
決
定

機
関
が
あ
り
、
行
政
の
高
圧
的
か

つ
支
配
的
表
現
で
な
い
で
す
か
。

Ａ
・

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
理

念
的
に
全
て
の
行
政
運
営
に
お
い

て
留
意
す
べ
き
事
項
等
を
明
示
し
、

最
高
規
範
と
し
て
表
し
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
等
は
、
自

治
体
の
判
断
で
制
定
し
て
お
り
、

基
本
条
例
と
個
別
の
条
例
が
同
時

に
存
在
し
ま
す
が
、
法
律
の
整
備

で
も
基
本
法
と
個
別
法
の
制
度
が

存
在
す
る
の
と
同
じ
形
で
す
。

Ｑ
・

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
措
置
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
市
の
協
議
会
条
例

の
設
定
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
質
は
「
戦
争
を
効
率
良
く

Ａ
・

協
議
会
条
例
は
、
武
力
攻
撃
事

態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
保
護
す
る
施
策
を
、
総
合
的

に
推
進
す
る
国
民
保
護
計
画
等
を

審
議
い
た
だ
く
も
の
で
す
。訓
練
、

避
難
等
が
柱
と
な
り
、
訓
練
は
、

防
災
訓
練
と
有
機
的
な
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

か
ら
と
、
既
存
住
宅
は
平
成　

年
２３

６
月
ま
で
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

又
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
は
心
肺
停
止
に
陥
っ
た

人
を
救
う
�
ま
さ
か
の
時
�
に
備

え
た
救
命
効
果
の
高
い
装
置
で

す
。
公
共
施
設
へ
の
設
置
と
普
及

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
・

消
防
本
部
で
は
、
広
報
紙
の
発

行
、
防
火
研
修
会
等
で
普
及
活
動

を
展
開
中
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
十
分

に
配
備
検
討
し
、
多
く
の
市
民
が

救
命
技
術
習
得
の
必
要
性
を
深
め

て
頂
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
・

こ
の
度
提
案
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
は
、
市
が
定
め
る
最
高

規
範
と
し
上
位
条
例
に
し
て
い
ま

す
が
市
の
個
別
条
例
を
縛
る
こ
と

に
な
ら
な
い
で
す
か
。

ま
た
、
長
井
市
個
人

情
報
保
護
条
例
、
情

報
公
開
条
例
、
行
政

手
続
条
例
は
、
法
律

の
定
め
に
基
づ
き
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
間
の
条

例
と
な
り
混
乱
す
る

心
配
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

さ
ら
に
、「
市
長

は
、
出
資
法
人
に
対

し
て
指
導
を
行
う
」

蒲　
生　
吉　
夫　
議
員

行
政
の
高
圧
的
条
例
で
は
？

答弁

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は

　
　
　
　
　
　
　
　

最
高
規
範

行
う
た
め
邪
魔
な
国
民
を
い
か
に

処
置
す
る
か
、
使
え
る
国
民
を
協

力
さ
せ
動
員
す
る
か
」
に
あ
る
と

考
え
ま
す
が
ど
の
よ
う
な
認
識

か
、
ま
た
国
民
保
護
計
画
で
は
、

市
内
各
地
区
毎
の
自
然
災
害
に
対

応
し
た
防
災
訓
練
に
お
い
て
武
力

攻
撃
に
も
対
応
で
き
る
訓
練
を
取

り
入
れ
ろ
、
と
言
う
理
解
に
な
り

ま
す
か
。

Ｑ
・

地
域
の
雇
用
安
定
は
、
自
治
体

財
政
健
全
化
に
と
っ
て
も
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
か
つ
地
域
活
力
の

維
持
向
上
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら

も
企
業
誘
致
は
必
要
で
あ
り
、
力

を
入
れ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、

中
国
を
中
心
と
す
る
海
外
シ
フ
ト

に
力
点
が
お
か
れ
、
企
業
誘
致
は

困
難
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
大
企
業
を
中
心
に
国
内

回
帰
に
転
換
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、

現
に
工
場
建
設
も
含
め
大
型
投
資

大
道
寺　　　
信　
議
員

次
世
代
の
た
め
に

　　　
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き

答弁

得
意
な
分
野
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　

誘
致
を
め
ざ
す

昨
年　

月
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
て

１１
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Ｑ
・

松
ヶ
池
公
園
多
目
的
広
場
（
白

つ
つ
じ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
整

備
工
事
の
概
要
は
？

Ａ
・

多
目
的
広
場
整
備
に
つ
い
て

は
、駐
車
場
と
し
て
小
型
車　

台
、

８２

大
型
車
７
台
分
の
区
画
と
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
１

面
を
３
月
末
ま
で
に
整
備
し
ま
す
。

Ｑ
・

今
年
か
ら
黒
獅
子
ま
つ
り
の

ゴ
ー
ル
が
つ
つ
じ
公
園
に
な
る
と

聞
き
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も

次
の
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

市
民
や
観
光
客
の
関
心
も
年
々
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

混
雑
や
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
、
こ
の
駐
車
場
を
ま
つ
り
期

間
中
だ
け
有
料
化
し
、
管
理
運
営

を
委
託
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
・

ま
つ
り
期
間
中
の
有
料
化
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
公
園
全
体

の
管
理
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
・

初
め
て
の
観
光
商
品
と
し
て
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
旅
行
代
理
店
が
、
ま

ち
な
か
散
策
と
さ
く
ら
観
光
を
融

合
さ
せ
た
企
画
を
売
出
す
そ
う
で

す
が
、
市
民
の
協
力
な
し
で
は
観

光
客
の
「
お
も
て
な
し
」
な
ど
成

功
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
事
前
に

関
係
団
体
や
住
民
に
周
知
し
、
受

け
入
れ
態
勢
を
構
築
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
。

Ａ
・

ま
ち
な
か
に
観
光
客
を
誘
導

す
る
に
は
、
お
も
て
な
し
の
心
が

我　
妻　　　　
昇　
議
員

ま
ち
な
か
観
光
元
年
に

　　　　　　　
恥
じ
な
い
取
り
組
み
を

答弁

お
も
て
な
し
の
心
で

大
変
重
要
で
、
市
民
の
皆
様
の
協

力
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
関
係
団
体
の
皆
様
と
話
し
合

い
を
も
っ
て
進
め
ま
す
。

Ｑ
・

４
月
に
開
催
さ
れ
る
桜
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
、
単
に
調
査
研
究
発

表
の
場
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、
観
光

に
活
か
す
工
夫
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
・

桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ

れ
た
方
々
に
は
、
桜
を
始
め
文
教

の
杜
や
ま
ち
な
か
散
策
等
を
ご
案

内
し
、
再
び
お
い
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
観
光
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
き
ま

す
。

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
状
況
も
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
に

対
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、
担
当

課
に
企
業
誘
致
に
関
わ
る
体
制
を

人
的
配
置
も
含
め
て
強
化
す
る
こ

と
。人
材
の
確
保
が
で
き
る
の
か
、

土
地
や
建
物
が
あ
る
の
か
、
助
成

金
を
交
付
す
る
支
援
制
度
の
検
討

な
ど
を
整
理
し
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
課
題
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
世
代
に
活

力
あ
る
地
域
を
残
す
た
め
に
も
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
・

こ
れ
ま
で
、
方
向
性
を
絞
っ
た

誘
致
の
必
要
性
を
各
方
向
か
ら
ご

指
摘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本

市
に
お
け
る
製
造
業
振
興
は
、
製

造
業
の
海
外
シ
フ
ト
等
に
対
応
し
、

基
盤
技
術
に
よ
る
産
地
形
成
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
内
の
技
術
構
造
の

強
化
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
技
術
構

成
を
目
指
し
、
こ
う
し
た
分
野
に

合
っ
た
企
業
の
誘
致
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

市
内
企
業
よ
り
、
誘
致
企
業
の
情

報
を
頂
戴
し
、
随
時
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

進
出
企
業
の
状
況
が
個
々
に
異
な

る
こ
と
か
ら
、状
況
を
お
聞
き
し
、

総
合
的
な
制
度
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

北工業団地まで延伸予定の草岡窪前線

完
成
し
た
多
目
的
広
場
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自
ら
が
体
験
し
た
こ
と
か
ら
学
ん

だ
こ
と
、
知
識
や
人
脈
、
そ
し
て

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
や
提
言
等

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
で
、

い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
長
井
を
思

い
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
、
石
川
県
羽
咋

市
等
の
先
進
事
例
に
学
び
な
が

ら
、
調
査
研
究
に
着
手
し
て
い
く

こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ａ
・

条
例
で
も
情
報
公
開
が
大
事

だ
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
長
井

出
身
者
の
意
見
も
一
つ
の
情
報
だ

と
思
い
ま
す
。
市
民
と
情
報
を
共

有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕
組
み

の
中
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

動
で
あ
り
、
後
者
は
地
域
の
自
治

活
動
に
な
り
ま
す
。

　
「
小
さ
く
て
大
き
な
地
方
分
権

を
担
う
市
役
所
」
を
目
指
す
長
井

市
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
は
自

分
た
ち
で
創
る
と
い
う
地
域
自
治

活
動
を
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
図
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
市
民

の
皆
様
の
意
見
が
反
映
さ
れ
易
い

組
織
で
あ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
は

も
ち
ろ
ん
今
後
も
続
い
て
い
く
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
で
は
人
口
減
少
な
ど
か
ら
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
対
応
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま

す
。そ
の
目
的
や
内
容
に
よ
っ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
よ
り
適
切
な
セ
ク

タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

協
働
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熟
度
の
高
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
通
し
て
応

援
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
協
働

を
基
本
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
・「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
で

は
、行
政
と
の
協
働
の
相
手
は「
市

民
」
と
さ
れ
、
①
市
内
に
住
所
を

有
す
る
者
、
②
市
内
に
事
務
所
や

事
業
所
を
有
す
る
者
、
③
市
内
に

存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤

務
す
る
者
、
④
市
内
に
存
す
る
学

校
な
ど
に
在
籍
す
る
者
、
⑤
市
に

対
す
る
権
利
又
は
義
務
を
有
す
る

者
、
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
も
う
少
し
広
く
考
え
方
や
意

見
を
集
約
し
て
い
く
仕
組
み
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

全
国
に
お
ら
れ
る
長
井
市
出
身

者
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
、
あ
る
い

は
感
じ
て
お
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
長

井
へ
の
想
い
、
長
井
市
が
こ
う

あ
っ
て
欲
し
い
と
す
る
考
え
方
、

 
　
橋　
孝　
夫　
議
員

ま
ち
づ
く
り
に
、
長
井
出
身
者

　　　　　　　　
か
ら
の
提
言
制
度
を

答弁

市
民
と
情
報
を
共
有
す
る　

　
　
　
　
　

仕
組
み
づ
く
り
か
ら

か
ら
、
各
分
野
に
寄
せ
ら
れ
る
ご

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
庁
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り
込
み
、
職

員
が
情
報
を
共
有
化
し
な
が
ら
、

行
政
執
行
や
政
策
形
成
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
・

目
黒
市
政
２
期
８
年
の
集
大

成
と
も
言
う
べ
き
平
成　

年
度
の

１８

施
政
方
針
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
の
推
進
、
多
面
的
な
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
方
向
性
を
示
し
て
お

り
、大
変
評
価
で
き
る
指
針
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
３
月
定
例
議
会
に

上
程
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
は
、
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
協
働
・
創
造
・
未
来
の
鼓
動　

実
感
�
な
が
い
�」
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
大

き
な
前
進
だ
と
考
え
ま
す
。

　

協
働
の
た
め
の
市
民
活
動
に

は
、「
テ
ー
マ
か
ら
の
活
動
」
と

「
地
域
か
ら
の
活
動
」と
に
分
類
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
前
者
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活

内　
谷　
重　
治　
議
員

い
ま
こ
そ

　　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を

答弁

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
。

　

石
川
県
羽
咋
市
の
事
例
は
、
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と

似
た
所
も
あ
り
、
連
携
な
り
研
究

し
な
が
ら
、
情
報
を
ど
う
取
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
常
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。手
始
め
に
、

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
や
出
身
者
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予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
３

日
、　

日
、　

日
に
、
補
正
予
算

１５

１７

と
新
年
度
予
算
を
分
け
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

年
度
補
正
予
算
は
、
人
件
費

１７
の
各
款
の
組
み
替
え
、
燃
料
費
高

騰
に
よ
る
不
足
分
な
ど
、
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
審
査
で
は
、
６
委

員
が
総
括
質
疑
を
行
い
、
細
部
審

査
で
も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た

後
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
も
に
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
・
新
年
度
予
算
を
可
決

伸率
（％）

平成１７年度
予　算　額

平成１８年度
予　算　額

会　　　計　　　名

△ ０.４１０,５４５,０００１０,５０１,０００一 般 会 計

９．１２,５６８,０００２,８０２,０００国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

３２．３３８,２７８５０,６４４物品調達特別会計

２１．３１,６３０,１７５１,９７７,１４５公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計

△ ７．２２,７８６,６５８２,５８５,０００老 人 保 健 医 療 費
給付事業特別会計

１５．１９５,６４７１１０,１２７山 形 鉄 道 運 営
助成事業特別会計

４．９１５０,２０８１５７,５２７農業集落排水事業
特 別 会 計

△ １８．７２９,２９４２３,８２６訪 問 看 護 事 業
特 別 会 計

７．６２,１６３,１３３２,３２６,５５８介護保険特別会計

３１．０８２,０１５１０７,４４７浄化槽事業特別会計

△ ９８．７３０１,３００３,７８８用 地 特 別 会 計

３．０９,８４４,７０８１０,１４４,０６２　 小　 　 計　

１．３２０,３８９,７０８２０,６４５,０６２　 合　 　 　 計　

平成１８年度　長井市各会計予算の総額
（単位：千円）

○国民健康保険特別会計繰出 …………………… ２２，８５２

○老人保健医療費給付事業特別会計繰出 ……… １５，４４２

○民間認可保育園及び他市町保育園に

　対する運営負担金 ……………………………… ４，０３５

○訪問看護事業特別会計繰出 …………………… ３，４０２

○置賜広域病院組合負担金 ……………………… ２７，５８１

○園芸作物産地化推進支援事業費補助金 ……… １，３９６

○園芸産地化拡大強化支援事業費補助金 ……… ▲９４５

○公共下水道事業特別会計繰出 ………………… ９６，９７０

○平野地区公民館用地購入費 …………………… １，３５２

○雪害による生涯学習プラザ施設修繕料 ……… １，３５５

平成１７年度　一般会計補正予算の主な内容 （単位：千円）

委
員
会

予
算
特
別
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総　
括　
質　
疑

を
超
え
て
い
ま
す
。「
こ
う
い
う
生

き
が
い
に
も
結
び
つ
い
た
さ
さ
や

か
な
楽
し
み
を
ど
う
し
て
市
は
奪

お
う
と
す
る
の
か
」
と
い
う
つ
ぶ

や
き
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
。

目
黒
栄
樹
市
長　

利
用
者
も
枚
数

も
３
分
の
１
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
福
祉
と
子
育
て
等
、
新
た
に

要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
た
予
算
と
施
策
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
指
導
員
の
立
哨

指
導
減
は
地
域
等
と

の
話
し
合
い
で

安
部
隆
委
員　

新
年
度
か
ら
、
交

通
安
全
指
導
員
の
立
哨
箇
所
が
７

箇
所
廃
止
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ど
う
い
う
経
過
で
こ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

小
泉
良
一
市
民
課
長　

歳
出
全
般

に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
と
い

う
方
針
に
従
い
、
交
通
指
導
員
事

業
も
見
直
し
ま
し
た
。
実
際
に
市

職
員
と
指
導
員
が
一
緒
に
立
哨
し
、

信
号
機
の
設
置
や
交
通
安
全
施
設

の
整
備
等
で
危
険
性
が
薄
く
な
っ

た
箇
所
や
、
引
き
続
き
安
全
確
保

が
必
要
な
箇
所
等
を
認
識
し
、
結

果
的
に　

箇
所
中
７
箇
所
を
廃
止

１９

し
、
１
箇
所
は
２
人
か
ら
１
人
体

制
に
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

委
員　

立
哨
を
す
る
こ
と
で
犯
罪

の
抑
止
等
に
つ
な
が
る
効
果
は
図

り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

や
当
事
者
、
或
い
は
保
護
者
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
話
し
合
い
、
そ
し
て
学

校
と
の
協
議
な
し
に
進
め
る
こ
と

は
乱
暴
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
再
考
も
含

め
対
処
す
べ
き
で
す
。

市
民
課
長　

各
小
学
校
の
校
長
先

生
に
お
話
し
し
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会
や

交
通
安
全
協
会
の
支
部
長
さ
ん
に

も
お
話
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
長　

地
元
に
根
強
く
心
配
す
る

声
も
あ
り
ま
す
し
、
ど
う
し
て
も

と
い
う
所
は
、
柔
軟
に
お
話
し
て

必
要
な
ら
ば
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
が
入
り
や
す
い　

あ
や
め
公
園
に　
　

蒲
生
吉
夫
委
員　

平
成
４
年
度
か

ら
の
あ
や
め
公
園
入
園
料
収
入
の

推
移
を
調
べ
た
結
果
は
、
４
年
度

は
約
４
千
万
円
を
超
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
約
１
４
０
０
万
円

と
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
の
咲
く
期
間
や
雨
天
が
続
く
こ

と
や
、
他
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
が

で
き
た
こ
と
等
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
理
由
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

那
須
宗
一
商
工
観
光
課
長　

平
成

５
年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
入
園

１７

料
と
徴
収
日
数
を
見
る
と
、
土
日

の
入
園
者
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
が
一
番
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
置
賜
内
の

花
公
園
も
同
様
の
低
下
傾
向
が
あ

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

委
員　

新
た
に
、
飯
豊
町
の
ゆ
り

園
と
共
通
入
園
券
を
発
売
し
た
効

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長　
　

年
度
か
ら
実

１６

施
し
て
い
ま
す
が
、
団
体
で
の
利

用
が
前
年
度
の
倍
以
上
に
な
っ
て

お
り
、こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

委
員　

高
台
に
露
店
を
復
活
す
る

な
ど
、
市
民
が
魅
力
を
感
じ
る
仕

掛
け
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長　

子
供
に
来
て
も

ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
等
が
必
要
で
あ

り
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
道
照
寺
平
施
設
の　　
　

　　

積
極
的
な
利
用
を　

町
田
義
昭
委
員　

道
照
寺
平
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
通
年
利

用
型
と
し
て
条
例
制
定
さ
れ
ま
し

た
が
管
理
体
制
、市
民
へ
の
周
知
、

利
用
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、
ま
た
ス
キ
ー
場
全
体
の

公
園
化
の
構
想
が
あ
る
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

　

施
設
の
利
用
を
高
め
る
た
め

土
、
日
、
夏
休
み
期
間
の
開
放
は

で
き
な
い
か
。

梅
津
敏
昭
文
化
生
涯
学
習
課
長　

今
ま
で
ス
キ
ー
場
運
営
協
議
会
に

委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
施
設
も

含
め
て
地
元
の
運
営
協
議
会
に
お

願
い
す
る
考
え
で
す
。

目
黒
栄
樹
市
長　

土
、
日
曜
の
責

　
高
齢
者
の
さ
さ
や
か
な

楽
し
み
を
奪
う
の
か　

藤
原
民
夫
委
員　

平
成
４
年
に
長

井
・
西
置
賜
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

会
が
発
起
人
と
な
り
市
民
の
署
名

で
市
議
会
に
請
願
し
、
採
択
さ
れ

て
実
施
さ
れ
続
け
て
き
た
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業
が
、

新
年
度
か
ら
打
ち
切
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
。

宇
津
木
正
紀
福
祉
事
務
所
長　

平

成
４
年
度
か
ら
、　

歳
以
上
千
円

７０

の
券
を
５
枚
助
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

年
度
か
ら
は　

歳
以
上
５
０
０

１６

７５

円
が
６
枚
交
付
さ
れ
、
１
８
０
人

に
１
０
８
０
枚
交
付
と
い
う　

年
１６

度
の
実
績
で
す
。
置
賜
で
は
、
米

沢
市
、
南
陽
市
、
長
井
市
の
３
市

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

委
員　

高
齢
者
に
は
評
判
の
良
い

制
度
で
、
予
算
額
も　

万
円
に
満

５０

た
な
い
助
成
事
業
が
、　

年
度
か

１６

ら
は
値
切
ら
れ
、
終
に
は
廃
止
と

な
る
よ
う
で
す
。
年
間
約
２
０
０

名
の
利
用
者
が
あ
り
枚
数
も
千
枚
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任
者
を
置
い
て
の
開
放
を
地
域
の

み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員　

月
額
介
護
保
険
料
が
４
０

０
０
円
時
代
に
突
入
し
高
福
祉
、

高
負
担
の
様
相
を
呈
し
て
き
ま
し

た
。本
市
の
介
護
事
業
は
在
宅
型
、

施
設
型
の
い
ず
れ
の
方
向
に
進
も

う
と
し
て
い
る
の
か
。
サ
ー
ビ
ス

度
は
本
県
自
治
体
の
中
で
ど
の
位

置
に
あ
る
の
か
説
明
願
い
ま
す
。

宇
津
木
正
紀
福
祉
事
務
所
長　

施

設
に
つ
い
て
は
重
度
者
が
中
心
と

な
る
よ
う
介
護
度
が
重
い
方
が
多

く
入
れ
る
施
設
を
目
指
し
た
い
。

在
宅
に
つ
い
て
は
介
護
度
が
上
が

ら
な
い
よ
う
予
防
重
視
で
行
き
た

い
。
保
険
料
は
県
内
で
高
い
方
で

す
が
比
例
し
て
サ
ー
ビ
ス
も
充
実

し
て
い
る
方
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
自
立
」
と
は
、   

人
件
費
を
賄
い
投
資

的
経
費
も
賄
う
こ
と

蒲
生
光
男
委
員　

第
二
次
行
革
推

進
に
当
た
っ
て
、
市
長
の
基
本
的

認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

目
黒
栄
樹
市
長　

第
一
次
の
時
は
、

長
井
市
財
政
は
危
機
的
な
も
の
で

し
た
。
投
資
的
経
費
も
生
み
出
せ

な
い
、
維
持
で
き
な
い
、
次
の
め

ど
が
立
た
な
い
状
況
で
し
た
。

　

長
井
市
自
立
計
画
で
は
、
人
件

費
を
賄
い
、
将
来
に
必
要
な
投
資

的
経
費
も
賄
え
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員　

目
黒
市
政
が
誕
生
し
て
、

人
件
費
の
削
減
を
は
じ
め
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
、
ワ
タ
リ
廃
止
、
給

食
調
理
場
の
民
営
化
な
ど
で
効
果

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

反
面
、
諸
税
の
収
納
状
況
や
長

井
病
院
の
医
師
確
保
、
医
業
収
益

低
下
な
ど
、
悪
化
し
た
こ
と
も
あ

り
、
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
収
納
率
低
下
は
極
め

て
大
き
い
問
題
で
あ
り
、
対
策
本

部
と
し
て
助
役
の
考
え
は
。

長
谷
部
助
役　

収
納
率
低
下
は
、

経
済
動
向
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
抜
き
に
し
て
も
下
が
っ
て
い
ま

す
。
基
幹
財
源
で
あ
る
市
税
の
落

ち
込
み
は
、
行
政
運
営
に
大
き
い

支
障
を
き
た
す
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
保
の
中
身
を
み
て
も
、
納
税
意

識
が
あ
る
か
な
い
か
、
特
に
、
滞
納

繰
越
分
に
つ
い
て
大
き
い
問
題
で
、

対
策
本
部
と
し
て
法
的
措
置
も
含

め
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
真
の
活
性
化
補
助
金　

　
　
　
　
　

制
度
を

我
妻　

昇
委
員　
　

年
度
の
自
治

１７

公
民
館
活
性
化
補
助
金
は
、
総
額

１
５
０
万
円
の
う
ち　

万
円
が

３４

余
っ
た
よ
う
で
す
が
、
申
請
書
の
提

出
期
限
や
審
査
方
法
、
さ
ら
に
行

政
か
ら
の
指
導
・
助
言
な
ど
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

大
滝
昌
利
教
育
長　

締
切
日
や
手

続
き
上
の
問
題
、
継
続
事
業
が
適

用
外
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
申
請
が

難
し
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
新
年

度
は
中
央
公
民
館
か
ら
の
指
導
・

助
言
も
含
め
充
分
検
討
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

委
員　

ス
キ
ー
人
口
が
年
々
減
り

続
け
る
な
か
、
３
万
人
程
度
の
長

井
市
で
２
つ
の
市
営
ス
キ
ー
場
を

運
営
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

両
方
合
わ
せ
て
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
維
持
管
理
費
に

対
し
利
用
料
収
入
が
約
１
５
０
万

程
度
で
す
。ス
キ
ー
連
盟
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
運
営
管
理
委
員
会
な

ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、

将
来
は
一
本
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

目
黒
栄
樹
市
長　

維
持
経
費
や
圧

雪
車
の
更
新
、
利
用
者
数
を
踏
ま

え
、
長
井
ダ
ム
に
伴
う
道
照
寺
平

ス
キ
ー
場
の
整
備
を
考
え
ま
す

と
、
こ
ち
ら
を
優
先
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
時
間
を
か
け
て
理
解
を

得
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
一
般
会
計
予
算
に
反
対

　
　
　
　
　
（
藤
原　

民
夫
議
員
）

　

歳
入
に
お
け
る
市
民
税
の
積
算

で
、
個
人
市
民
税
が
前
年
度
比
８

０
０
０
万
円
も
の
増
収
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
定
率
減
税
の
半
減
に

よ
る
も
の
で
す
。
減
り
続
け
る
民

間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
・
高
齢

者
へ
の
雪
だ
る
ま
式
に
膨
ら
む
負

担
・
自
営
業
者
へ
圧
し
掛
か
る
消

費
税
申
告
な
ど
、
低
所
得
者
層
に

襲
い
掛
か
る
増
税
の
嵐
か
ら
市
民

を
守
る
減
税
を
す
べ
き
で
あ
り
、

増
収
を
盛
り
込
ん
だ
今
回
の
歳
入

予
算
に
は
、
到
底
賛
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
一
般
会
計
予
算
に
賛
成　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
大
道
寺　

信
議
員
）

　

本
予
算
案
は
、
職
員
削
減
や
民

間
委
託
に
よ
っ
て
歳
出
を
抑
え
な

が
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
や
新
規
建
設
事
業
な
ど
に
よ

り
、
市
民
の
要
望
に
少
し
で
も
応

え
よ
う
と
す
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
図
書
館
や
そ
の

他
施
設
の
業
務
委
託
、
雇
用
創
造

促
進
事
業
、
も
の
づ
く
り
推
進
事

業
、フ
ッ
ト
パ
ス
推
進
事
業
な
ど
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
評
価
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

収
納
率
向
上
や
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
な
ど
、
今
後
の
歳
入

確
保
策
に
は
市
民
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
十
分
な
説
明
と

行
政
運
営
を
要
望
し
賛
成
い
た
し

ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
反

　

対　
　
　
（
藤
原　

民
夫
議
員
）

　

厚
生
労
働
省
は
、
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
は
生
活
機
能
を
低
下
さ

せ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
訪
問
介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
、

介
護
報
酬
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
厚
い
介
護
を
提
供
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
利

用
者
に
対
し
て
は
、
昨
年　

月
か

１０

ら
居
住
費
・
食
費
な
ど
を
自
己
負

担
と
し
て
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
負
担
増
に
よ
る
影
響

を
考
え
、
低
所
得
者
対
策
の
補
足

給
付
対
象
、
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
徴
収

の
実
態
、
施
設
や
事
業
所
の
減
収

と
サ
ー
ビ
ス
低
下
な
ど
の
調
査
を

行
う
べ
き
で
あ
り
、
本
予
算
案
に

は
反
対
す
る
も
の
で
す
。
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元
気
印
と
言
う
言
葉
は
私
は
大
好
き

で
、
元
気
で
あ
る
こ
と
は
健
康
体
の
証

し
で
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
、
経
済
、

文
化
等
も
生
き
も
の
で
あ
り
元
気
で
な

け
れ
ば
発
展
は
望
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
地
域
の
元
気
印
を

拾
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
平
野
地
区

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
地

域
活
動
の
最
た
る
も

の
は
公
民
館
活
動
で

あ
り
、
０
歳
か
ら
１

０
０
歳
ま
で
こ
れ
ほ

ど
幅
広
い
エ
リ
ア
を
も
っ
た
組
織
活
動

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
野
地
区
の
三
大
事
業
と
言
え
ば

①
夏
ま
つ
り
（
長
井
ダ
ム
協
賛
）

②
運
動
会
（
第　

回
）

５５

③
文
化
祭

で
、
い
ず
れ
も
歴
史
と
伝
統
を
刻
む
事

業
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
陰
に

隠
れ
て
見
え
に
く
い
活
動
体

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
ア
ー
ス
」
で
あ

り
ま
す
。
少
人
数
で
地
味
な

活
動
体
で
あ
り
ま
す
が
、　
１５

年
近
く
継
続
し
て
い
る
の
に

は
理
由
が
あ
る
か
ら
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
５
年
に
「
ふ
る
さ
と

少
年
教
室
」
の
閉
級
式
に
、

私
達
に
何
か
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
と
い
う
事
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
、

心
豊
か
な
大
人
に
な
り
た

い
、
と
い
う
活
動
テ
ー
マ
を

掲
げ
発
足
し
ま
し
た
。
参
加

者
は　

名
前
後
と
多
く
は
あ

１０

り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
背
伸

び
せ
ず
、
長
続
き
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
か
れ
て
お
り
感

心
い
た
し
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
を　
　

　
　  　

紹
介
し
ま
す
。

①
公
民
館
三
大
事
業
へ
の

　

協
力

②
地
区
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

③
長
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

手
伝
い

④
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ

　

の
年
賀
状
の
送
付

⑤
中
央
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
手

　

伝
い

⑥
３
年
生
を
送
る
会

等
で
あ
り
、
表
彰
歴
も
、
平
成
５
年
、

７
年
、
８
年
と
３
回
も
あ
り
、　

年
も

１８

表
彰
予
定
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

素
晴
ら
し
い
限
り
で
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
学
生
時
代
は
勉
強
と
ク
ラ
ブ
活
動

で
時
間
の
と
れ
な
い
生
活
の
中
で
、
心

の
教
育
を
育
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

昨
今
の
物
質
社
会
の
中
で
ひ
と
き
わ
光

輝
く
も
の
に
見
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

物
で
栄
え
て
心
で
滅
ぶ
こ
と
の
な
い

社
会
に
思
い
を
込
め
、
地
道
な
活
動
体

「
ア
ー
ス
」を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
心
の
教
育
は
見
え
に
く
い
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
大
人
社
会
に
於
い
て
も
、
視
点
を

変
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

楽
し
い
も
の
が
見
え
て
き
そ
う
で
す
。　

 第 4回

 平野地区公民館

心
を
育
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

サ
ー
ク
ル
「
ア
ー
ス
」

ゴミを拾って心スッキリ�

「元気でね」と心をこめて年賀状づくり
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「
市
道
路
線
の
廃
止
」
は
、
国

道
２
８
７
号
長
井
南
バ
イ
パ
ス
の

完
成
に
伴
い
、
路
線
が
分
断
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
認
定
を
必

要
と
す
る
た
め
８
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。
全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
「
市
道
路
線
の
認
定
」
は
、
廃

止
し
ま
し
た
路
線
等
を
市
道
と
し

て
維
持
管
理
を
必
要
と
す
る
た

　

委
員
か
ら
、
自
立
計
画
と
の
関

係
を
指
摘
さ
れ
、
相
互
関
係
で
進

め
、　

年
度
中
に
は
要
綱
を
作
成

１９

す
る
方
針
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
「
長
井
市
国
民
保
護
協
議
会
条

例
」
は
、
国
の
国
民
保
護
法
の
成

立
を
受
け
、
計
画
の
策
定
と
諮
問

機
関
で
あ
る
協
議
会
の
設
置
が
必

要
な
こ
と
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

反
対
意
見
と
し
て
、
協
議
会
の

構
成
を
み
る
と
市
の
独
自
性
が
な

い
追
認
す
る
だ
け
の
組
織
で
し
か

な
く
、
基
本
的
人
権
に
縛
り
を
か

け
る
や
り
方
に
納
得
で
き
な
い
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」
は
、
給
与
水

準
の
４
・
８
％
引
き
下
げ
、
年
功

的
な
昇
給
の
抑
制
、
職
務
職
責
に

応
じ
た
給
与
構
造
へ
の
転
換
の
た

め
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
人
事
評
価
制
度
の

早
期
導
入
の
要
望
が
あ
り
、
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対

す
る
市
民
税
課
税
免
除
条
例
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
収
益
事
業

を
行
っ
て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

の
課
税
免
除
に
加
え
、
収
益
事
業

が
赤
字
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て

も
、
設
立
か
ら
３
年
以
内
に
限
り

課
税
を
免
除
す
る
条
例
で
す
。　

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
廃
止
」
は　

年
４
月

１８

１
日
か
ら
手
当
を
全
廃
し
、
そ
の

影
響
額
は
３
３
０
万
円
ほ
ど
に
な

る
と
の
説
明
を
受
け
、
全
員
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
」

　
「
市
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

　
「
特
別
職
に
属
す
る
者
の
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」

　
「
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区

固
定
資
産
税
免
除
条
例
の
廃
止
」

以
上
４
件
も
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。 

　
「
運
動
公
園
整
備
事
業
用
地
の

取
得
」
は
、
土
地
開
発
公
社
の
経

営
健
全
化
事
業
に
伴
い
土
地
を
取

得
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
つ

い
て
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し

自
立
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
基
本
理
念
と
基
本
的
な

原
則
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
、

本
市
が
定
め
る
最
高
規
範
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務総務　
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教　文教

　

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業産業　
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設　建設

め
、
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
す

る
た
め
の
提
案
で
す
。
草
岡
窪
前

線
に
つ
い
て
は
、
廃
止
し
た
草
岡

八
反
田
線
の
終
点
が
変
わ
る
こ
と

か
ら
、
路
線
名
を
変
更
し
て
新
た

に
認
定
し
、
八
ヶ
森
西
線
等
の
６

路
線
は
、
南
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
た
路
線
を
側
道
を
含
め

た
路
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
誘
致
企
業
基
金
条
例
の
一
部

改
正
」
は
、
当
市
か
ら
一
旦
交
付

し
た
工
場
用
地
取
得
補
助
金
が
返

還
さ
れ
設
置
さ
れ
た
基
金
を
、
財

政
上
必
要
と
認
め
た
時
は
、
確
実
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な
繰
り
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び

利
率
を
定
め
て
、
各
会
計
の
歳
計

現
金
又
は
現
金
に
繰
り
替
え
て
運

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

質
疑
の
中
で
、
市
の
会
計
間
の

現
金
移
動
で
あ
り
確
実
性
に
問
題

は
無
い
、
と
答
弁
が
あ
り
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
は
、
新
た
に
第
５
負
担
区
及

び
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
区
を
拡
大
し
た
事
に
伴
い
、
負

担
金
額
を
設
定
す
る
も
の
で
、
公

共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に
諮

問
し
答
申
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
、全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
医
療
給
付
事
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ

り
、
除
外
さ
れ
て
い
た
知
的
障
害

者
施
設
入
所
者
で
重
度
心
身
障
害

（
児
）
者
医
療
・

母
子
家
庭
等
医
療

の
該
当
者
を
医
療

給
付
事
業
の
対
象

と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
「
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
」

に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
負

担
能
力
に
応
じ
た

６
段
階
の
保
険
料

を
設
置
し
て
、
税

制
改
正
で
大
幅
に

　

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生厚生

●
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に
反

対　
　
（
藤
原　

民
夫
議
員
）

　

武
力
攻
撃
事
態
法
は
、
ア
メ

リ
カ
が
海
外
で
引
き
起
こ
す
戦

争
に
自
衛
隊
を
引
き
込
み
、
そ

の
支
援
活
動
に
罰
則
付
き
で
国

民
を
動
員
す
る
と
い
う
、
極
め

て
危
険
な
内
容
で
す
が
、
こ
れ

に
基
づ
く
国
民
保
護
法
は
、
地

方
自
治
体
に
、
米
軍
と
自
衛
隊

の
軍
事
行
動
を
優
先
し
市
民
を

戦
争
に
動
員
す
る
計
画
づ
く
り

を
さ
せ
る
た
め
の
も
の
な
の
で
、

悲
惨
な
戦
争
を
体
験
し
た
国
民

と
し
て
賛
同
で
き
な
い
内
容
で

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
条
例
案
に

反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
蒲
生　

吉
夫
議
員
）

　

委
員
の
選
出
方
法
を
法
律
で

定
め
、
そ
の
多
く
を
国
・
県
・

市
町
村
職
員
で
占
め
る
と
い
う

協
議
会
の
あ
り
方
に
は
、
民
主

主
義
の
概
念
は
な
く
、
広
く
市

民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
国
防
に
対
し
て
市

町
村
に
口
を
出
さ
せ
な
い
、
国

の
や
る
こ
と
に
従
え
と
の
強
い

意
思
を
感
じ
ま
す
。

　

現
在
の
危
機
的
状
況
を
つ
く

り
出
し
た
外
交
政
策
に
反
省
な

く
し
て
、
国
民
保
護
計
画
は
な

い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ

の
条
例
案
に
反
対
し
ま
す
。

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『
道
路
整
備
の
財
源
確
保
を

求
め
る
意
見
書
』

　

道
路
は
豊
か
な
住
民
生
活

や
活
力
あ
る
経
済
活
動
を
支

え
る
た
め
欠
か
す
事
の
で
き

な
い
社
会
資
本
で
あ
り
、
本

県
は
道
路
整
備
で
は
後
進
県

で
あ
り
こ
の
よ
う
な
時
道
路

特
定
財
源
が
一
般
財
源
化
さ

れ
れ
ば
都
市
部
に
更
に
遅
れ

を
と
る
事
に
な
る
。
社
会
、

産
業
の
基
盤
で
あ
る
道
路
整

備
を
促
進
す
る
た
め
の
財
源

確
保
に
向
け
て
強
く
要
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

負
担
増
と
な
る
方
に
も
激
変
緩
和

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
南
陽
市
斎
場

１８が
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の

改
正
で
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
「
重
度
心
身
障
害
児
に
対
す
る

手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
廃

止
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
児
童
手

当
の
支
給
対
象
引
き
上
げ
に
加

え
、
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
か
ら
条
例
の
廃
止
が
提
案
さ
れ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
手
当
て
の
申
請
者

は
８
名
で
、
受
給
者
も
同
じ
人
数

で
あ
り
、
申
請
の
要
件
は
民
生
委

員
の
意
見
書
が
必
要
な
こ
と
、
所

得
要
件
は
な
い
と
の
答
弁
を
受
け

ま
し
た
。

　

意
見
と
し
て
、
継
続
し
て
状
況

を
把
握
す
べ
き
で
反
対
で
あ
る
。

ま
た
、
児
童
手
当
の
制
度
が
拡
充

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
で
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
と
な

り
、
委
員
長
裁
決
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
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も
っ
と
気
軽
に　
　
　

　
　
　
　
議
会
傍
聴
を

　

長
井
市
中
央
地
区
女
性
の
会
で

は
、
年
間
事
業
計
画
に
市
議
会
傍

聴
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
本
町

南
女
性
の
会
と
し
て
は
、
三
月
上

旬
に
研
修
会
と
し
て
実
施
し
、
私

は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

議
場
は
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
、

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
厳
粛
な
雰

囲
気
で
し
た
。
傍
聴
席
は
、
議
会

の
様
子
が
見
易
く
聞
き
易
い
位
置

で
、
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
取
っ
て
あ

り
、
少
人
数
の
傍
聴
に
は
勿
体
な

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
多
く
の
空

席
が
あ
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で

し
た
。
き
っ
と
、
多
く
の
傍
聴
人

が
い
れ
ば
、
議
会
に
出
席
な
さ
っ

て
い
ら
し
た
方
々
は
張
り
合
い
が

あ
る
で
し
ょ
う
し
、
励
み
に
も

な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

　

当
日
は
、
施
政
方
針
に
つ
い
て

で
、
新
合
併
特
例
法
下
で
の
取
り

組
み
に
関
し
て
の
質
疑
で
し
た
の

で
、
私
は
大
変
興
味
深
く
傍
聴
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

市
長
さ
ん
の
前
向
き
な
お
考
え

を
お
聞
き
し
た
の
で
、
今
後
の
取

り
組
み
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」で
議

会
の
様
子
は
、
大
体
分

か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
肌
で
感
じ
る
議
会

は
、
長
井
市
を
良
く
し
よ

う
と
い
う
議
員
の
方
々
の

強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

心
得
を
守
れ
ば
誰
で
も

傍
聴
出
来
ま
す
の
で
、
よ

り
多
く
の
方
々
が
気
軽
に

傍
聴
さ
れ
る
事
を
希
望
し

ま
す
。

　

今
後
も
女
性
の
会
と
し

て
傍
聴
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
積
極
的

　

昨
年
秋
の
気
象
情
報
で
は
、

「
比
較
的
暖
冬
」
の
予
想
だ
っ
た

た
め
、
越
冬
の
準
備
が
万
全
で
な

い
ま
ま
、　

月
３
日
か
ら
降
り
続

１２

い
た
雪
が
根
雪
に
な
る
と
は
誰

も
予
想
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
象

庁
は
昭
和　

年
豪
雪
以
来
、　

年

３８

４３

ぶ
り
の
大
雪
を
「
平
成　

年
豪

１８

雪
」
と
命
名
。
累
計
降
雪
量
は
７

メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
た
の
で
す
。

長
井
市
は
、
１
月
５
日
「
豪
雪
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
豪
雪
の
対

応
に
奮
闘
し
て
参
り
ま
し
た
。　

　

３
億
円
を
超
え
る
除
排
雪
経

費
は
、
結
果
と
し
て
市
民
生
活
要

望
に
が
ま
ん
を
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
将
来
へ
の
備
え
と

し
て
、
豪
雪
対
策
経
験
の
記
録
を

教
訓
に
生
か
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
会
に
お
い
て

新
年
度
予
算
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
第

二
次
行
財
政
改
革
も
、
自
立
を
め

ざ
し
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
一

層
の
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

印刷・㈱サンノー企画印刷
古紙配合率70％
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傍　

聴　

席

本町南

　小池　力子

６　

月

定
例予
議
会定
の

　
（
開
会
は
午
前　

時
）

１０

５
・　

（
月
）　

告
示

２９

６
・
１（
木
）　

議
会
運
営
委
員
会

６
・
５（
月
）　

開
会

６
・　

（
月
）　

一
般
質
問

１２

６
・　

（
火
）　

一
般
質
問

１３

６
・　

（
水
）　

一
般
質
問

１４

６
・　

（
木
）　

総
務
・
文
教
常
任

１５

　
　
　
　
　
　

委
員
会

６
・　

（
金
）　

厚
生
常
任
委
員
会

１６

６
・　

（
月
）　

産
業
・
建
設
常
任

１９

　
　
　
　
　
　

委
員
会

６
・　

（
火
）　

予
算
特
別
委
員
会

２０

６
・　

（
金
）　

表
決
・
閉
会

２３

◎
正
式
な
日
程
は
、
議
会
運
営
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　

議
会
傍
聴
に

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い

　

む
ず
か
し
い
手
続
き
は
い
り
ま
せ

ん
。
議
場
入
り
口
で
、
氏
名
、
住
所

を
記
入
し
て
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
議
場
へ
は
庁
舎
東
側
階
段
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
編
集
委
員

　
（
◎
委
員
長　
　
○
副
委
員
長
）　

　

町
田　

義
昭　
　
 

橋　

孝
夫　

　

谷
口　

栄
子　
　

島
田　

友
市

◎
蒲
生　

光
男　

○
我
妻　
　

昇

に
参
加
し
て
、
市
の
現
状
を
把
握

す
る
と
共
に
理
解
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

土
曜
ら
ん
ど
お
手
玉
つ
く
り
に
参
加


